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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】植栽マス表層土は pH6.3 を超える地点が多い。礫含量と土壌 pH や交換性石灰に

相関がみられるため，礫含量を制限することで，植栽マス土壌のアルカリ化を防止できる

可能性がある。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

都道沿いの植栽マスではオオムラサキツツジの葉が黄化し，景観を損ねる事例がみられ

る。しかし，植栽マス中の土壌に関する報告は少なく，その実態は把握されているとはい

い難い。そこで，この街路樹の植栽マス中の土壌状態を把握し，オオムラサキツツジの黄

化症状の改善の基礎資料とするため，都内植栽マス土壌の表層を調査し，土壌理化学性の

実態を把握する。 

【方 法】 

建設局第三建設事務所管内の杉並，中野，新宿の３区で植栽マスの表層土を８地点 52

ヵ所採取し(図１)，化学性を分析した。地点１～５では土壌断面調査を実施し，表層およ

び次層の物理性を分析した。また，植栽マス土壌の礫含量を同時に調査した。 

【成果の概要】 

１．表層土の化学性：土壌 pH は No.３を除いた地点で 6.3～7.7 と高い数値であり，土壌

のアルカリ化がみられた。また，交換性のカリや苦土に比べ石灰が多く，これはコンク

リートに含まれるポルトランダイト（Ca(OH)2）由来と考えられる（表１）。可給態リン

酸や無機態窒素は土壌中に不足していた。また，土壌の保肥力は全ての地点で問題ない

値であった。 

２．土壌物理性：土壌の硬さは全ての地点で次層まで 20mm 以下であり，根の伸張に問題の

ない値であった。地点ごとの仮比重が異なったことから，客土に用いた土壌の種類や世

施工時の資材投入状況が異なることが推察される。また，土壌の保水性を表す有効水分

は地点毎にバラツキがあり，10 以下の低い数値を示す地点もあった（表２）。 

３．礫含量と土壌化学性との関係：礫含量と土壌 pH および土壌中の交換性石灰を比較した

ところ，相関がみられた(図２，図３)。礫以外にも土壌 pH を上昇させる要因として土壌

固化剤等の影響があると考えられる。また，礫の中にはコンクリート片も含まれていた

ため、礫の種類による影響の差もあると考えられた。 

４．まとめ：植栽マスの表層土は pH6.3 以上と高く，交換性石灰も多い傾向にあった。土

壌 pH が 6.5 以上ではオオムラサキツツジの葉に黄化症状が発生しやすくなるため，土壌

pH を 6.5 以下に下げるなどの対策が必要である。また，礫含量と土壌 pH や交換性石灰

に相関がみられるため，植栽マス土壌の礫含量の上限を設定することにより，アルカリ

化防止につながることが考えられた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 植栽マス調査地点(国土地理院図参照) 

 

表１ 調査地点における表層土の化学性(平均値) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 調査地点における土壌物理性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 土壌 pH と礫含量の関係      図３ 交換性石灰と礫含量の関係 

地点１

地点２

地点３

地点４

地点５

地点６

地点７

地点８

pH EC 可給態 CEC 塩基 石灰 礫含量
(mS/ リン酸 石灰 苦土 カリ (meq/ 飽和度 飽和度

cm) (mg/100g)(mg/100g)(mg/100g)(mg/100g) 100g) (%) (%)
アンモ
ニア態

硝酸態 (体積％)

1 6 7.70 0.17 4.3 1024.6 37.4 42.6 26.0 157.5 145.8 0.9 1.6 12.6
2 3 7.64 0.13 1.1 696.9 26.9 31.5 21.8 127.6 117.9 1.7 0.7 11.0
3 3 5.96 0.14 0.7 338.2 24.1 34.0 35.2 40.2 34.1 3.6 2.4 1.5
4 3 7.00 0.23 1.8 868.8 51.0 62.7 36.4 95.0 83.8 1.7 6.2 5.7
5 4 6.38 0.07 7.1 461.0 36.5 23.0 33.2 55.7 48.7 1.5 0.9 2.5
6 15 6.59 0.11 20.3 566.3 41.3 42.6 32.9 71.5 61.9 1.2 4.2 4.4
7 10 6.71 0.09 17.0 500.3 30.7 37.5 26.2 77.4 67.6 0.8 1.2 3.9
8 8 6.76 0.09 17.8 641.0 37.4 48.5 34.7 76.8 67.8 1.3 2.2 3.7

無機態窒素
(mg/100g)地点

番号
調査
点数 (H2O)

交換性塩基

地点 深さ 礫含率 ち密度 孔隙率 pF1.5時の 有効水分(％)
番号 (cm) (％) (mm) 固相 液相 気相 (％) 空気率(％) (ｐF1.5-2.7)
1 1 0～20 4.0 12 0.86 2.57 33.6 40.2 26.3 66.4 14.6 20.8

2 20～33 1.1 8 0.58 2.63 22.1 49.2 28.8 78.0 21.2 13.9
2 1 0～12 11.5 12 1.09 2.65 41.1 26.4 32.6 59.0 24.6 10.5

2 12～32 14.2 8 1.19 2.64 44.9 26.9 28.2 55.1 22.8 8.4
3 1 0～11 0.9 14 0.65 2.49 26.0 47.3 26.8 74.1 12.8 18.6

2 11～30 0.6 8 0.59 2.53 23.4 46.3 30.4 76.7 21.8 11.9
4 1 0～11 6.6 12 0.78 2.64 29.4 30.3 40.3 70.6 30.7 9.1

2 11～36 2.5 16 0.69 2.64 26.3 35.4 38.3 73.7 30.1 9.6
5 1 0～15 1.9 10 0.73 2.63 27.8 42.6 29.6 72.2 13.3 18.7

2 15～30 0.5 13 0.48 2.67 18.0 46.7 35.3 82.0 26.0 11.1

三相分布(％)
層位 仮比重 真比重

y = 0.0028x + 6.3075

R= 0.6493
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